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地方独立行政法人広尾町国民健康保険病院 第２期中期目標（修正案）の考え方 

項目 意見の内容 修 正 案 原 案 備考 

前文 

(P1) 

・入院患者減は人口減も関与している。 

・”かかりつけ医機能”に関する記載がない。 

（前略） 

一方、常勤内科医の退職の影響や入院ニーズの低下

などで入院患者数が伸び悩み、課題も残った。 

第２期中期目標の策定に当たっては、救急医療をは

じめ町民が求める『かかりつけ医』としての機能を充

実させるとともに、質の高い医療の実現と患者サービ

スの向上を図り、あわせて経営の健全化に積極的に取

り組み、もって町民の健康の保持増進に寄与すること

を求める。 

（後略） 

（前略） 

一方、常勤内科医の退職の影響や入院ニーズの低下

などで入院患者数が伸び悩み、課題も残った。 

第２期中期目標の策定に当たっては、救急医療をは

じめ町民が求める地域に根ざした医療を引き続き提供

するとともに、質の高い医療の実現と患者サービスの

向上を図り、あわせて経営の健全化に積極的に取り組

み、もって町民の健康の保持増進に寄与することを求

める。 

（後略） 

 

 

・入院医療に対する評価を踏まえ

た課題を示したものです。 

 

・町の今後の方向性として、かか

りつけ医機能の意見を追加した

ものです。 

 

第２-１(2) 

(P2) 

・入院４８床は常に見直し、適切な減床、転換（地域包括ケ

ア病床、介護医療院）を検討すべき。 

・人工透析体制の構築はとても難しいですので、”目指す”く

らいの表現がよい。 

・修正なし (2) 地域医療の維持 

周辺に民間病院がなく、町立病院が近隣自治体を

含めた地域医療の中心的役割を担っていることか

ら、地域の医療ニーズに合致する診療科の充実を目

指すとともに、現在の入院４８床を基本としながら

も、適正な病床数を確保すること。 

病床区分については、救急対応や長期療養患者に

必要な病床を確保しつつ、患者の実態に応じた見直

しを行うこと。 

中期目標の期間中に人工透析の治療体制を構築す

ること。 

（後略） 

 

・病床数は４８床を基本としなが

ら適正な病床数を確保するもの

です。また、病床区分について

は、地域医療ニーズや患者の実

態に応じて見直ししていくもの

です。 

 

 

・人工透析については、以前から

透析治療をしている町民から強

い要望もあり、政策として実施

したいとするものです。 

 

第２-１(6) 

(P3) 

・COVID-19等の感染症対応についても目指すべき。 

 

(6) 災害対応力の充実強化 

（前略） 

  また、新型インフルエンザ・新型コロナウイルス

感染症などの流行等、公衆衛生上重大な健康被害が

発生し、または発生のおそれのある場合は、町や関

係機関と連携し、迅速かつ適切な対応を取るととも

に、状況に応じ診療所との連携を図り、町民の医療

の確保に努めること。 

(6) 災害対応力の充実強化 

（前略） 

  また、新型インフルエンザ           

     の流行等、公衆衛生上重大な健康被害が

発生し、または発生のおそれのある場合は、町や関

係機関と連携し、迅速かつ適切な対応を取るととも

に、状況に応じ診療所との連携を図り、町民の医療

の確保に努めること。 

 

・新型コロナウイルス感染症を追

加したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４－２ 
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項目 意見の内容 修 正 案 原 案 備考 

第２-１(7) 

(P3) 

・介護医療院は必要です。 ・修正なし (7) 地域包括ケアシステムの推進 

 医療や介護が必要になっても、住み慣れた地域で

その有する能力に応じ、自立した日常生活を営むこ

とができるよう、医療機関間の連携や、介護、保健、

福祉との連携、多職種協働を強化し、地域包括ケア

システムの中心的役割を担うこと。 

 また、近隣の自治体との連携を強化し、医療資源

の効率的かつ効果的な体制構築に取り組むこと。 

 

 

・第２期中期目標には掲載してい

ませんが、今後の検討課題であ

ります。 

第２-２(5) 

(P5) 

・医療は断じてサービス業ではありません。 (5) 職員の接遇向上 

全ての職員に対し               

       接遇の向上に努めるため、連携医療

機関等における研修機会も積極的に活用し、全職員

が年２回以上の接遇研修を受講すること。 

また、患者、利用者の意見・要望等を聞く投書箱

の設置に加え、患者満足度調査の結果も活用し、一

層のサービス向上と業務改善の取組を進めること。 

（令和３年度実績：接遇研修未実施） 

(5) 職員の接遇向上 

全ての職員に対し医療はサービス業であるとの意

識を浸透させ、接遇の向上に努めるため、連携医療

機関等における研修機会も積極的に活用し、全職員

が年２回以上の接遇研修を受講すること。 

また、患者、利用者の意見・要望等を聞く投書箱

の設置に加え、患者満足度調査の結果も活用し、一

層のサービス向上と業務改善の取組を進めること。 

（令和３年度実績：接遇研修未実施） 

 

・町民に信頼される病院をつくり

あげるため、病院全体の意識や

職員の心構えとして「医療はサ

ービス業であるとの意識を浸透

させ」と表現しました。ご指摘

のとおり「医療はサービス業で

ある」と誤解を招くことが考え

られますので、この部分は削除

しました。 

 

その他 ・全体として人口減に伴う減少、病床機能転換、経費削減が

具体的に見えません。北海道医療計画上の整合性をもたせ

るべきでしょう。 

  ・中期目標は、目標期間において

達成すべき業務運営に関する目

標を、町が定め病院に指示する

ものです。 

中期目標達成のため、具体的な

取組みについては、病院が中期

計画において定めるものです。 

 

 


